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今
期
定
例
会
に
お
い
て
、

当
委
員
会
が
付
託
を
受
け
た

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
１
件
、
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
１

件
お
よ
び
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
１
件
の
審
査
を
行
う

た
め
、９
月
20
日
に
予
算
常
任

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
案
は
、

社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
施

設
整
備
費
償
還
補
助
を
は
じ

め
、
原
子
力
防
災
対
策
用
資

機
材
整
備
費
、
一
斉
点
検
に

対
応
し
た
小
中
学
校
の
通
学

路
補
修
工
事
費
な
ど
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
付
託
を
受

け
ま
し
た
平
成
24
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
、
お
よ
び
平

成
24
年
度
高
島
市
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
は
賛
成
多
数
で
、
高
島

市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

は
全
員
賛
成
で
、
い
ず
れ
も

「
可
決
す
べ
き
も
の
」
と
決

定
し
ま
し
た
。

主
な
歳
出
予
算
の
内
容
は

◆
障
が
い
者
福
祉
施
設
「
ア

イ
リ
ス
」
他
３
施
設
に
対

す
る
福
祉
施
設
建
設
費
借

入
金
償
還
補
助
金

　
（
１
億
７
、７
９
８
万
９
千
円
）

◆
放
射
線
測
定
器
や
防
護
服

等
購
入
に
係
る
原
子
力
発

電
施
設
等
緊
急
時
安
全
対

策
交
付
金
事
業

　
（
１
、６
３
３
万
１
千
円
）

◆
通
学
路
安
全
点
検
に
対
応

し
た
小
中
学
校
通
学
路
補

修
工
事
費

（
１
、２
１
６
万
６
千
円
）

◆
個
別
受
信
機
に
係
る
防
災

行
政
無
線
整
備
事
業
難

聴
・
雑
音
対
策
事
業

（
２
、３
０
０
万
円
）

◆
安
曇
川
町
田
中
地
先
の
獣

害
防
止
柵
整
備
工
事
費

（
１
、４
０
０
万
円
）

　

平
成
23
年
度
高
島
市
一
般

会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
事

業
会
計
の
全
12
会
計
に
つ
い

て
、
17
名
の
委
員
に
よ
る
決

算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

９
月
24
日
・
25
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

委
員
会
で
は
、
予
算
が
適

正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
、

行
政
効
果
や
経
済
効
果
な
ど

を
評
価
。
ま
た
、
新
年
度
予

算
編
成
や
市
政
に
生
か
す
べ

き
課
題
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
提
案
を
行
い
、
1
会
計
は

「
可
決
お
よ
び
認
定
す
べ
き

も
の
」
他
11
会
計
は
「
認
定

す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま

し
た
。

　

審
査
で
は
、
市
税
の
未
収

金
対
策
、
財
政
運
営
に
直
結

す
る
諸
問
題
へ
の
中
長
期
的

な
事
業
展
開
等
に
多
く
の
議

論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

普
通
会
計
の
歳
出
総
額

は
、
２
８
３
億
４
千
２
２
０ 

万
円
。
後
年
度
の
財
政
負
担

軽
減
の
た
め
、
新
規
の
起
債

発
行
を
抑
制
し
な
が
ら
、

減
債
基
金
へ
の
計
画
的
な
積

み
立
て
や
、
借
入
金
の
積
極

的
な
繰
上
償
還
、
ま
た
行
政

経
費
節
減
の
取
り
組
み
に
よ

っ
て
、
借
金
返
済
に
よ
る
財

政
負
担
の
割
合
を
示
す
「
実

質
公
債
費
比
率
」
や
「
将
来

負
担
比
率
」
な
ど
の
財
政
健

全
化
判
断
比
率
が
改
善
の
傾

向
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
は

評
価
で
き
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
比

率
は
県
下
市
町
の
平
均
を
上

回
る
状
況
で
あ
り
、
一
昨
年

の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

落
ち
込
ん
だ
生
産
活
動
が
復

旧
・
復
興
努
力
を
通
じ
て
持

ち
直
し
に
転
じ
た
も
の
の
、

円
高
の
進
行
や
欧
州
政
府
債

務
危
機
の
影
響
に
よ
り
不
透

明
と
な
る
中
で
、
財
源
の
根

幹
で
あ
る
普
通
交
付
税
一
本

算
定
へ
の
対
応
や
増
加
の
一

決
算
特
別
委
員
会

委
員
長　

澤
本　

長
俊

平
成
23
年
度　

12
会
計
の
決
算
を
認
定

〜
さ
ら
な
る
財
政
状
況
改
善
に
期
待
〜

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

八
田　

吉
喜

予
算
常
任
委
員
会

委
員
長　

澤
本　

長
俊

途
を
た
ど
る
社
会
保
障
費
の

財
源
確
保
な
ど
、
一
層
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
く
、
改
革
の
手

を
緩
め
る
こ
と
な
く
こ
れ
ま

で
以
上
に
積
極
的
な
財
源
の

確
保
と
、
効
果
的
な
事
業
の

展
開
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
病
院

事
業
会
計
は
、
3
年
連
続
で

黒
字
と
な
り
、
単
年
度
の
純

福
祉
施
設
建
設
費
借
入
金
償
還
補
助
や
原
子
力
防
災

対
策
用
資
機
材
整
備
費
お
よ
び
通
学
路
補
修
工
事
費

等
を
審
査

利
益
2
千
５
６
３
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
累

積
赤
字
の
解
消
や
医
師
・
看

護
師
不
足
の
対
応
な
ど
、
新

病
院
に
お
い
て
も
、
地
域
医

療
の
中
核
病
院
と
し
て
診
療

所
等
と
の
医
療
連
携
を
一
層

強
化
し
、
更
な
る
経
営
の
効

率
化
・
健
全
化
と
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

今
期
定
例
会
に
お
い
て
、

当
委
員
会
が
付
託
を
受
け
た

条
例
案
件
22
件
の
審
査
を
行

う
た
め
、９
月
６
日
に
産
業

建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

議
第
85
号
「
高
島
市
下
水

道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案
」
他
２
件
は
、
第
２

次
一
括
法
に
よ
り
下
水
道
法

の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
た

め
、
国
と
同
じ
基
準
を
条
例

に
定
め
る
も
の
で
す
。

　

議
第
87
号
「
高
島
市
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
想
い
出
の
森
施

設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関

す
る
条
例
案
」
他
15
件
は
、

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

て
い
る
他
の
施
設
と
の
整
合

を
図
る
た
め
、
指
定
管
理
者

に
係
る
標
準
条
例
に
合
わ
せ

た
改
正
を
行
う
ほ
か
、
指
定

管
理
者
か
ら
納
付
金
を
徴
収

で
き
る
条
文
の
追
加
や
、
休

館
日
の
統
一
な
ど
を
定
め
る

も
の
で
す
。

　

議
第
１
０
３
号
「
高
島
市

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
設
置

お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
」
他
１
件
は
、
滋
賀
県
住

宅
供
給
公
社
か
ら
、
サ
ニ
ー

ハ
イ
ツ
・
マ
キ
ノ
団
地
の
管

理
・
運
営
に
つ
い
て
地
位
継

承
を
受
け
る
た
め
の
条
例
改

正
で
す
。

　

議
第
１
０
５
号
「
高
島
市

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案
」
は
、
マ
キ
ノ
中
央

地
区
簡
易
水
道
の
給
水
人
口

お
よ
び
１
日
最
大
給
水
量
を

改
め
る
も
の
で
す
。

　

い
ず
れ
の
議
案
も
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、
全
員
賛
成

で
「
可
決
す
べ
き
も
の
」
と

決
定
し
ま
し
た
。

「
高
島
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」

ほ
か
21
件
を
審
査

　

当
委
員
会
で
は
、
去
る
７

月
26
日
・
27
日
の
両
日
、
国

土
交
通
省
道
路
局
お
よ
び
鉄

道
局
へ
、
高
島
市
に
お
け
る

道
路
事
業
な
ら
び
に
鉄
道
事

業
の
整
備
方
針
や
整
備
予
算

等
が
ど
の
よ
う
に
基
礎
自
治

体
に
配
分
さ
れ
る
の
か
、
委

員
の
識
見
を
高
め
る
た
め
、

管
外
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

道
路
局
で
は
、
高
島
市
を

縦
横
断
す
る
国
道
１
６
１

号
、
国
道
３
０
３
号
お
よ
び

国
道
３
６
７
号
に
つ
い
て

は
、
市
民
生
活
や
産
業
・
観

光
振
興
な
ど
地
域
経
済
を
支

え
る
重
要
な
道
路
で
も
あ

り
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
す
が
、
福
井
県
内
の
原

子
力
発
電
所
に
お
い
て
放
射

線
漏
れ
等
の
事
故
が
あ
っ
た

場
合
の
避
難
や
退
去
、
将
来

的
に
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す

琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
や
花
折

断
層
に
よ
る
地
震
災
害
の
発

生
時
に
は
、
緊
急
避
難
道
路

お
よ
び
輸
送
道
路
と
し
て
の

役
割
は
、
非
常
に
大
き
い
も

の
が
あ
り
、
一
日
も
早
い
整

備
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

道
路
局
か
ら
は
高
島
市
の

国
道
、
県
道
、
市
道
の
整
備

に
対
す
る
国
か
ら
の
助
成
、

い
わ
ゆ
る
「
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
」
の
交
付
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
委
員
か
ら
は
、
原
子
力

発
電
所
の
事
故
や
地
震
災
害

時
に
お
け
る
国
道
１
６
１
号

の
緊
急
避
難
道
路
と
し
て
の

役
割
は
大
き
い
の
で
早
期
の

要
望
を
求
め
る
意
見
が
多
く

出
ま
し
た
。

　

次
に
、
鉄
道
局
で
は
、
通

勤
・
通
学
お
よ
び
観
光
振
興

な
ら
び
に
若
者
の
定
住
促
進

と
い
っ
た
観
点
か
ら
、

①
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
や
近
江
舞
子
以
北

の
運
行
ダ
イ
ヤ
の
充
実

②
琵
琶
湖
環
状
線
に
お
け
る

近
江
今
津
駅
か
ら
米
原
駅

間
の
運
行
ダ
イ
ヤ
の
充
実

と
近
江
塩
津
駅
で
の
乗
換

解
消
の
機
能
向
上

③
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
か
ら

新
大
阪
間
の
フ
リ
ー
ゲ
ー

ジ
ト
レ
イ
ン
の
暫
定
で
は

な
く
恒
常
化

と
い
っ
た
こ
と
を
要
望
し
ま

し
た
が
、
鉄
道
局
か
ら
の
回

答
は
、
Ｊ
Ｒ
各
社
に
要
望
し

ま
す
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
の
帰
路
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
と
Ｊ

Ｒ
北
陸
本
線
と
の
運
航
ダ
イ

ヤ
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
現
状
を
把
握
す
る
た

め
、
米
原
か
ら
近
江
塩
津
経

由
で
帰
庁
し
ま
し
た
。
利
用

時
間
に
も
よ
り
ま
す
が
、
京

都
駅
経
由
よ
り
も
早
く
帰
庁

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
Ｊ
Ｒ
に
対
し

て
、
運
行
ダ
イ
ヤ
の
充
実
と

近
江
塩
津
駅
で
の
乗
換
解
消

の
機
能
向
上
を
強
く
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

管
外
研
修
報
告
に
つ
い
て

国土交通省鉄道局での研修




